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チャレンジ親
や
身
近
な
大
人
を

頼
れ
な
い
若
者
を
支
え
る

東
京
都
豊
島
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ン
カ
ク
シ
ャ

親
や
身
近
な
大
人
を
頼
れ
な
い
若
者
の

支
援
に
取
り
組
む

　

東
京
都
豊
島
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ

ン
カ
ク
シ
ャ
は
、
親
や
身
近
な
大
人
に
頼
れ
ず
孤
立

す
る
若
者
に
対
し
、
生
き
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
し

て
「
居
場
所
づ
く
り
」、「
住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
」、「
社

会
に
出
て
働
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
」
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

代
表
理
事
の
荒
井
佑
介
氏
は
、
学
生
時
代
か
ら
ホ

ー
ム
レ
ス
支
援
に
携
わ
り
、
路
上
生
活
を
し
て
い
る

多
く
の
若
者
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も

の
貧
困
問
題
に
対
す
る
活
動
を
開
始
。
小
中
学
生
の

学
習
支
援
や
非
行
少
年
な
ど
の
若
者
支
援
を
行
う
な

か
で
、
行
政
等
の
支
援
が
途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育

終
了
後
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら

令
和
元
年
5
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
。

　

現
在
の
主
な
活
動
は
、
若
者
が
安
心
し
て
地
域
の

大
人
と
交
流
で
き
る
居
場
所
の
運
営
を
は
じ
め
、
住

ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
親
を
頼
れ
な
い
若
者
向
け

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
都
内
4
カ
所
に
整
備
し
て
い

る
。
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
地
域
の
企
業
と
連
携

し
て
働
く
機
会
を
提
供
し
な
が
ら
、
若
者
の
仕
事
探

し
を
伴
走
す
る
と
と
も
に
、
働
く
自
信
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

都
市
部
に
お
け
る
親
や
身
近
な
大
人
を
頼
れ
な
い

若
者
の
課
題
に
つ
い
て
、
荒
井
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
「
学
習
支
援
や
居
場
所
な
ど
の
支
援
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
高
校
生
年
齢
を
対
象
と
し
た
公
的
支
援
や

民
間
の
支
援
は
不
足
し
て
お
り
、
若
者
世
代
が
孤
立

し
や
す
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
都
市
部
は

人
が
多
い
か
ら
こ
そ
人
に
頼
れ
ず
孤
立
感
が
あ
り
、

発
見
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
、
搾
取
す
る
大
人
と
つ
な

が
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
一
層

孤
立
し
た
若
者
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
」。

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
て

若
者
の
孤
立
を
防
ぐ

　

同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
～
３
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
の
「
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
「
子
ど
も
の
孤
立
を

防
ぐ
居
場
所
を
拠
点
と
し
た
地
域
連
携
の
包
括
的
支

援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　

同
事
業
は
、
学
校
や
社
会
に
な
じ
め
ず
、
周
り
の

大
人
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
15
～
25
歳
前
後
の
若

者
に
リ
ー
チ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
困
難
を
抱
え

る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
個
別
支
援
・

家
庭
訪
問
）、
②
子
ど
も
・
若
者
の
興
味
関
心
に
あ

わ
せ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
③
多
様

な
主
体
が
関
わ
る
常
設
型
の
居
場
所
の
運
営
、
④
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
と
関
わ
る
伴
走
支
援
者

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
令
和
元
年

度
か
ら
新
た
に
複
数
年
（
最
長
３
年
間
）
に
わ
た
り

支
援
す
る
「
モ
デ
ル
事
業
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
事
業
を
通
じ
明

ら
か
と
な
っ
た
課
題
や
、
社
会
的
に
認
知
が
進
ん
で

い
な
い
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
な

「
モ
デ
ル
」
と
な
り
得
る
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
モ
デ
ル
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ン
カ
ク
シ
ャ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

WAM助成
モデル事業

 WAM から ひと言

　心を閉ざす傾向にある若者に対し、関心
のあるゲームを取り入れ話しやすい環境を
作ることや、大人側も意識的に素を出すこ
とで信頼形成を促すなど、柔軟な発想で工
夫を行い、何よりも若者に寄り添うことを
大切にしています。
　支援の体制においては、社協や教育支援
センターと連携し、それぞれの長所を生か
し、有効な役割分担を確立しています。
　これまでの活動で地域との繋がりも深
まっており、今後学校等による若者支援へ
の協調など、更なる支援ネットワークの拡
大や地域への波及効果が期待できます。
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の
育
成
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
実
施
し

た
。

　
「
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
当

法
人
は
豊
島
区
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

不
登
校
の
子
ど
も
の
家
庭
訪
問
を
行
い
、
運
営
す
る

居
場
所
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
文
京
区
か
ら
『
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て

中
学
校
卒
業
後
の
支
援
を
一
緒
に
考
え
て
活
動
で
き

な
い
か
』
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
家
庭
訪
問
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
不
登
校
等
の
若
者
の
支
援
を
文

京
区
内
で
活
動
す
る
各
支
援
機
関
と
連
携
し
、
支
援

が
途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育
終
了
後
も
つ
な
が
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
し
た
」（
荒
井
氏
）。

不
登
校
等
の
若
者
へ
の

家
庭
訪
問
・
個
別
支
援
を
実
施

　

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
と
し
て
は
、
行
政
で
は
リ
ー
チ
し
に
く
い
不
登
校

等
の
若
者
に
早
期
に
介
入
し
て
孤
立
状
態
を
解
消
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
文
京
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
地
域
の
支
援
団
体
か
ら
紹
介
を
受
け
た
若
者
に
対

し
、
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
庭
訪
問
を
実

施
し
た
。

　

紹
介
を
受
け
た
当
事
者
の
家
庭
訪
問
を
行
う
際

は
、
社
協
が
保
護
者
の
同
意
を
取
り
、
支
援
者
が
介

入
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
、
個
人
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
必
要
な
情
報
を
開
示

し
て
も
ら
っ

た
。

　
「
家
庭
訪

問
で
は
、
若

者
の
ニ
ー
ズ

や
情
報
を
把

握
し
、
居
場

所
の
利
用
に

つ
な
げ
る
た

め
に
信
頼
関

係
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。
本
人
と
保
護
者
の
対
応

を
一
緒
に
行
う
と
、
双
方
に
話
す
内
容
が
異
な
る
た

め
、
基
本
的
に
保
護
者
の
対
応
は
社
協
や
行
政
窓
口

の
担
当
者
に
お
願
い
し
て
、
当
法
人
は
当
事
者
に
対

応
す
る
役
割
分
担
を
し
ま
し
た
。
行
政
と
の
調
整
も

社
協
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
以
外
に
も
、
本
人

の
希
望
に
応
じ
て
自
宅
以
外
の
場
所
で
の
支
援
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
支
援
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、

令
和
3
年
度
か
ら
は
文
京
区
内
の
行
政
機
関
や
支
援
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運営する居場所で、職員と若者が一緒にゲーム
をしている様子

特定非営利活動法人サンカクシャ
子どもの孤立を防ぐ居場所を拠点とした地域連携の
包括的支援事業

令和元年度～令和3年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度 434 万 5 千円
令和２年度 610 万 4 千円
令和３年度 681 万 2 千円

【事業概要】
　学校や社会に馴染めず、周りの大人を頼ることができない子ども・若者にリ
ーチするために、関係機関と連携して「個別支援・家庭訪問」、「アウトリーチ
手法の開発」、「居場所の運営」、「支援者の育成」を実施し、支援が途切れやす
い義務教育終了後もつながり続けることができる支援体制を構築する事業

【実施内容】
◆�困難を抱える子ども・若者へのアウトリー
チ（家庭訪問・個別支援）
不登校等の子どもの孤立状態を解消するた
め、支援機関から紹介を受けた子どもへの
家庭訪問や個別支援を実施
◆子ども・若者の興味関心にあわせたアウト
リーチイベントの実施
家庭訪問や相談支援などに抵抗感がある子
どもに対し、支援を入り口としないアプロ
ーチ方法を開発
◆多様な主体が関わる常設型の居場所の運営
アウトリーチで出会
った子ども・若者の
生きる意欲を育むた
め、悩みの相談や興
味関心のあることに
取り組むことのでき
る居場所を運営
◆伴走支援者の育成と支援ネットワークづくり
子ども・若者に寄り添う伴走支援者の育成
とともに、学校等との連携が図れる支援ネ
ットワークを構築

事業概要

【成果】
◆3年目（令和3年度事業）の困難を抱える子ども・
若者へのアウトリーチの支援実績は、文京区教育
支援センターや支援団体から紹介された不登校等
の中高生 19 人に対し、家庭訪問や SNS、
ZOOM等を活用したオンラインでの対応を含め、
計151回の個別支援を行った

◆アウトリーチ手法の開発では、オンラインゲーム
や英会話教室といった子ども・若者の興味関心に
あわせたアプローチを実施。とくにオンラインゲ
ームの活用は、関係性を構築しやすく、これまで
アプローチが難しかった多くの子ども・若者とつ
ながることができた

◆居場所（全102回）の利用実績は、アウトリーチ
でつながった若者等の17人が利用した。居場所
では相談対応や参加者が興味関心のある活動のほ
か、若者同士や社会性を獲得するための交流、併
設するカフェでの職業体験な
どの機会を提供した

　居場所の活動を通して、
参加者は意欲的に変化
するとともに、継続的に
伴走支援を行う支援者
との信頼関係を構築す
ることにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

※令和元年度は、（福）文京区社会福祉協議会が実施、サンカクシャは連携団体として参加。
　令和2年度に事業承継を受けて、サンカクシャが実施。
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団
体
、
学
校
と
ケ
ー
ス
会
議
を
毎
月
開
催
し
、
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
協
力
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」（
荒
井
氏
）。

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
支
援
実
績
と
し
て
は
、
行
政
機

関
や
地
域
の
支
援
団
体
等
か
ら
紹
介
さ
れ
た
不
登
校

等
の
中
高
生
19
人
に
対
し
、
家
庭
訪
問
を
含
め
て
計

１
５
１
回
の
個
別
支
援
を
実
施
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
た

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

さ
ら
に
、
家
庭
訪
問
や
相
談
支
援
に
抵
抗
の
あ
る

若
者
に
対
し
て
、
支
援
を
入
り
口
に
し
な
い
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
を
開
発
し
、
早
期
に
つ
な
が
り
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
同
法
人
の
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
英
会
話
教
室

と
い
っ
た
若
者
の
興
味
関
心
に
あ
わ
せ
た
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　
「
そ
の
な
か
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
、課
題
を

抱
え
た
若
者
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
し
て
高
い
有

効
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
顔
を
映
す
こ
と
や
、
会

話
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
に
対
し
、ゲ
ー
ム
は
プ
レ
イ
を
し
な
が

ら
自
然
な
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
通
の
話
題

が
あ
る
こ
と
で
関
係
性
も
構
築
し
や
す
く
、『
実
は

…
』と
相
談
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
性
格
等
が
出
る
た
め
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。当
初
、行
政
機
関
や
学
校
、
保
護
者
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
介
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
否
定
的
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
関
わ
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
若
者
と
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

や
保
護
者
の
認
識
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」（
荒

井
氏
）。

自
己
肯
定
感
を
高
め
る

体
験
活
動
を
提
供

　

多
様
な
主
体
が
関
わ
る
常
設
型
の
居
場
所
は
、
毎

週
水
、
土
曜
日
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
出
会
っ
た
若
者

に
開
放
し
た
。
既
存
拠
点
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
都
合
で

は
な
く
、
希
望
す
る
と
き
に
自
由
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
興
味
関
心
の
あ
る

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生
き
る
意
欲
を
育
む
場

所
と
し
て
運
営
し
た
。

　

開
催
場
所
は
、
地
元
企
業
か
ら
居
場
所
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
を
受
け
た
文
京
区
本
郷
で
運
営
を
開
始
し
、

令
和
3
年
10
月
以
降
は
千
石
地
区
に
移
設
し
て
い

る
。

　

居
場
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
事
務
局
次
長
の
塚
本

い
づ
み
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
居
場
所
に
は
、
ゲ
ー
ム
や
マ
ン
ガ
、
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
用
意
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
法
人
職
員
3
人
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
大
学
と
連
携
し
て

ゼ
ミ
生
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加
し
て
も
ら
い
、

常
時
4
～
5
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
ま
し
た
。
利

用
者
か
ら
開
催
日
以
外
に
居
場
所
で

相
談
を
受
け
た
い
な
ど
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
に
対
応
し

て
い
ま
す
」。

　

さ
ら
に
、
居
場
所
の
活
動
で
は
、

同
世
代
の
若
者
同
士
や
法
人
ス
タ
ッ

フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の

交
流
と
と
も
に
、社
会
性
を
獲
得
で

き
る
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し

た
。

　
「
本
郷
拠
点
は
、
居
場
所
ス
ペ
ー
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居場所の終了後には運営の振り返りを
行いながら、伴走支援者の育成に取り
組んだ

支援者以外の大人との関係構築に向
け、東京都美術館のボランティアとの
交流イベントを開催した

居場所に併設したカフェで職業体験を
行う利用者

特定非営利活動法人
サンカクシャ

事務局次長

塚本 いづみ氏
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
ス
が
入
る
建
物
の
1
階
に
閉
店
し
た
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
2
年
目
は
カ
フ
ェ
の
使
用
許
可
を
い
た
だ
き
、

若
者
と
一
緒
に
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
調
理
や
接
客
、

洗
い
物
な
ど
の
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
る
若
者
が
何
人
か
い
た
た
め
、

東
京
都
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
ほ
か
、
文
京
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
の
協
力
で
放
送
用
の
ス
タ
ジ
オ
で
原
稿
を
読

む
体
験
を
し
た
り
、
文
京
区
内
を
街
歩
き
し
て
店
を

紹
介
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
撮
影
し
、
編
集

作
業
を
学
ぶ
体
験
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

３
年
目
に
は
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
誕
生
日
会
が
自
発
的
に
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
参
加
者

同
士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
こ
と
は
単
年
度
の
助
成

事
業
で
は
難
し
く
、
複
数
年
で
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
モ
デ
ル
事
業
な
ら
で
は
の
変
化
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
」（
塚
本
氏
）。

　

居
場
所
の
利
用
実
績（
１
０
２
回
開
催
）は
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
出
会
っ
た
若
者
を
中
心
に

17
人
が
利
用
し
た
。
居
場
所
で
の
活
動
を
通

し
て
利
用
者
の
自
己
肯
定
感
や
自
己
効
力
感

が
高
ま
り
、
家
族
以
外
の
大
人
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
学
校
に
通

う
こ
と
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
生
活
し

た
り
と
い
っ
た
変
化
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

　

伴
走
支
援
者
の
育
成
で
は
、
新
た
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
42
人
が
居
場
所
で
の

活
動
に
参
加
し
た
。
毎
回
の
居
場
所
終
了
後

に
は
振
り
返
り
を
行
い
、
若
者
一
人
ひ
と
り

の
背
景
や
近
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
の
検
討
を
行
っ
た

ほ
か
、
ケ
ー
ス
会
議
や
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職

員
に
よ
る
若
者
と
の
関
わ
り
方
相
談
会
、
支
援
団
体

と
の
勉
強
会
を
通
じ
て
伴
走
支
援
者
の
育
成
に
取
り

組
ん
だ
。

支
援
の
必
要
性
へ
の
認
識
が
広
ま
る

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
公
的
機
関
の
支
援
が

途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育
終
了
後
も
同
法
人
が
伴
走

支
援
を
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
3
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
、
高
校
生
年

齢
の
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
行
政
機
関
や
支
援
団
体

等
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
助
成
事
業
終

了
後
に
高
校
生
の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

む
支
援
団
体
が
増
え
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
活
用
に
力
を
入
れ
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
不
登
校
で
ゲ

ー
ム
が
好
き
な
若
者
を
、
当

法
人
に
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と

が
行
政
機
関
や
支
援
団
体
に

広
く
浸
透
し
て
お
り
、
ゲ
ー

ム
を
介
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
に

文
京
区
以
外
の
支
援
団
体
が

見
学
に
訪
れ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
」（
荒
井
氏
）。

　

親
や
周
り
の
大
人
を
頼
れ

な
い
若
者
の
継
続
的
な
支
援

に
取
り
組
む
、
同
法
人
の
活

動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

　モデル事業を通して高校生年齢の支援
が必要であるという認識が広がり、新た
に取り組みや担い手が増えました。単年
度の事業では地域に外部の支援団体が入
り、行政機関や支援団体と協力体制を構
築することは難しかったと思います。支
援件数はあまり多くはありませんが、行
政機関が民間につないでうまくいったことにより、信頼して次
もつないでくれた結果なので非常に大きな意味があると思いま
す。
　今後の展望としては、さらに支援の手薄な 18 ～ 20 歳以降
の若者支援に力を入れていく必要性を感じています。この年齢
層の支援は一つの区では完結しないため、居場所づくりを行う
支援団体のネットワークをベースに広域ネットワークをつくり、
各区を跨いだ連携や交流に取り組んでいきたいと考えています。

特定非営利活動法人サンカクシャ
代表理事　荒井  佑介氏

18～20歳以降の
若者支援に力を入れる

〒 170−0012
東京都豊島区上池袋 4−35 −12　3 階
T E L： 03−6905−8287
U R L： https://www.sankakusha.or.jp
設　　立：令和元年 5 月
代表理事：荒井　佑介

◆団体概要
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